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[はじめに]

人工呼吸管理は、集中治療部もしくはそれに準じた

施設で行うことが望ましいとされるが、一般病棟で施

行する例も多く、安全管理体制の整備が必須である O当

院では、 2003年11月より人工呼吸安全管理チームを立

ち上げ活動を行ってきた。今回、この活動結果を検討

したので報告する O

[i舌動内容]

当院人工呼吸安全管理チームは、集中治療部医師 1

名、臨床工学技士2名、感染制御部・医療安全管理部看

護師各l名による構成で、病棟回診を中心とした活動を

行っている。 活動開始後、インシデント報告 (図 1)や

病棟四診でf!FJ絡になった問題点を分析すると、人 u千

吸器電源に一般霞源の使用や用手人工呼吸用器材の未

設置など緊急時安全管理体制の不備、病棟で人工呼吸

器を保管しているため整備・保守点検が不十分といっ

たアクシデント発生リスクの高い医療環境であること

を認識した。さらに人工呼吸管理に不慣れな病棟ス

タッフの呼吸器取り扱いや回路組み立てに関する知識

不足、人工呼吸器作動状況の点検不足などが、 トラブ

ル発生要因と考えられた。以上のような問題点を改善

するため、病棟回診による指導に加え、機器管理の安

全性向上と病棟スタッフの負担軽減を目的に人工呼吸

器をME機器センターで一括管理化、また呼吸回路の統

一 ・簡素化を行った。さらに人為的ミスの防止と安全

確認に対する意識、知識の向上のため、人工呼吸器使

用前・中チェックリスト、院内マニュアルの作成や、随

時講習会の開催を行っている。

[活動結果]

インシデント発生件数の推移を示す(図2)。発生頻度

を装着患者数との割合でみると、 2004年度で3.1%(8/ 

251)、 2005年度で1.4%(4/276)と減少しており、 2006

年度は6月現在でインシデントを認めていない。

[ま とめ]

当院において、人工呼吸安全管理チームの活動を通

じて、一般病棟での人工呼吸器の安全かつ円滑な運用

が可能となってきている。
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図l 呼吸器関連の重大なインシデント報告例
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図2 インシデント発生件数の推移


